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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第73期

第２四半期累計期間
第74期

第２四半期累計期間
第73期

会計期間
自　2017年４月１日
至　2017年９月30日

自　2018年４月１日
至　2018年９月30日

自　2017年４月１日
至　2018年３月31日

売上高 （千円） 2,319,922 2,247,880 4,888,490

経常利益又は経常損失（△） （千円） 75,180 △7,456 101,865

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）
（千円） 83,542 △10,844 104,250

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,993,096 1,993,096 1,993,096

発行済株式総数 （株） 48,849,935 48,849,935 48,849,935

純資産額 （千円） 4,005,107 3,979,411 4,088,573

総資産額 （千円） 7,771,584 8,899,128 8,735,131

１株当たり四半期（当期）純利益

又は１株当たり四半期純損失

（△）

（円） 1.75 △0.23 2.18

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 1.00

自己資本比率 （％） 51.5 44.7 46.8

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 11,772 △321,761 △203,600

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △206,205 △297,206 △743,948

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 319,986 449,905 993,049

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 568,864 319,750 488,812

 

回次
第73期

第２四半期会計期間
第74期

第２四半期会計期間

会計期間
自　2017年７月１日
至　2017年９月30日

自　2018年７月１日
至　2018年９月30日

１株当たり四半期純損失（△） （円） △0.01 △0.63

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ
いては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。
３　当社には関連会社がないため、「持分法を適用した場合の投資利益」は記載しておりません。
４　従業員持株会支援信託ＥＳＯＰが保有する当社株式（当第２四半期累計期間期中平均株式数346,934株）
は、第74期第２四半期累計期間における「１株当たり四半期純損失」の算定上、期中平均株式数の計算にお
いて控除する自己株式に含めております。

５　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりま
せん。なお、当第２四半期累計期間につきましては、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在
しないため、記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリ

スク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間末現在において、判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、海外経済の不確実性や相次ぐ自然災害、為替・株式市場の不安定

さの影響を受けたものの、個人消費の持ち直しや企業収益の改善が続き、緩やかな回復基調で推移いたしました。

　このような状況のなか、当第２四半期累計期間における当社の財政状態及び経営成績は以下のとおりです。

　①財政状態

（資産）

　流動資産は、前事業年度末に比べて、126百万円増加して4,069百万円となりました。これは主に、商品及び製品

の増加497百万円および原材料及び貯蔵品の増加99百万円による一方で、現金及び預金の減少179百万円および受取

手形及び売掛金の減少275百万円によるものです。

　固定資産は、前事業年度末に比べて、37百万円増加して4,830百万円となりました。これは主に、機械及び装置

の増加728百万円による一方で、建設仮勘定の減少689百万円によるものです。

　この結果、資産合計は前事業年度末に比べて、163百万円増加して8,899百万円となりました。

 

（負債）

　流動負債は前事業年度末に比べて、122百万円減少して2,435百万円となりました。これは主に、短期借入金の増

加79百万円による一方で、その他の流動負債の減少212百万円によるものです。

　固定負債は、前事業年度末に比べて、395百万円増加して2,483百万円となりました。これは主に、長期借入金の

増加380百万円によるものです。

　この結果、負債合計は前事業年度末に比べて、273百万円増加して4,919百万円となりました。

 

（純資産）

　純資産は、前事業年度末に比べて、109百万円減少して3,979百万円となりました。これは主に、四半期純損失10

百万円およびその他有価証券評価差額金の減少53百万円並びに剰余金の配当47百万円によるものです。

　この結果、自己資本比率は前事業年度末の46.8％から44.7％となりました。

 

　②経営成績

　当第２四半期累計期間の売上高は、ＬＰガス容器用弁については、記録的な猛暑によるガス需要の減退や風水害

等による容器や再検査本数の低迷を背景として減少しました。また、工事案件の減少および造船市場の冷え込みに

より、設備用弁および船舶用弁が各々減少しました。一方で、ＬＰＧバルク付属機器の交換需要が立ち上り始めた

こと、およびＬＮＧを核とする積極的なマーケティング活動を推進したことにより、ＬＰＧバルク付属機器および

低温弁が各々増加しました。その結果、売上高は2,247百万円（前年同期比3.1％減）となりました。

　損益面につきましては、ＬＰガス容器用弁をはじめとする主要原材料である黄銅材の価格が年初から引き続き高

値で推移したこと、人件費が増加したこと、荷造費等の諸掛かりが上昇したこと、およびこれらに対処すべく取り

組んだ製品の値上げが当初予定より大幅に遅れたことにより、収益が圧迫され、営業損失が０百万円（前年同期は

営業利益37百万円）となりました。また、当第２四半期累計期間においては、前年同期に計上した非経常的・臨時

的な営業外収益（保険解約返戻金38百万円）および特別利益（固定資産売却益30百万円）の計上がなかったため、

経常損失は７百万円（前年同期は経常利益75百万円）、四半期純損失は10百万円（前年同期は四半期純利益83百万

円）となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、169百万円減少（前第２四半

期累計期間は125百万円の増加）して319百万円となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は321百万円（前第２四半期累計期間は11百万円の増加）となりました。これは主

に、売上債権の減少額263百万円および破産更生債権等の減少額248百万円により増加する一方で、貸倒引当金の減

少額236百万円およびたな卸資産の増加額602百万円により減少するものです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は297百万円（前第２四半期累計期間は206百万円の減少）となりました。これは主

に、有形固定資産の取得による支出306百万円により減少するものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は449百万円（前第２四半期累計期間は319百万円の増加）となりました。これは主

に、短期借入金の純増額79百万円および長期借入れによる収入557百万円により増加する一方で、長期借入金の返

済による支出119百万円および配当金の支払額46百万円により減少するものです。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、100百万円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 150,000,000

計 150,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2018年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（2018年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 48,849,935 48,849,935
東京証券取引所

（市場第二部）

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式であり、単元株式数は、

100株であります。

計 48,849,935 48,849,935 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　2018年７月１日～

　2018年９月30日
－ 48,849,935 － 1,993,096 － －
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（５）【大株主の状況】

  2018年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

昌栄機工株式会社 大阪府大阪市西区阿波座１丁目10番８号 2,311,500 4.80

清野　正廣 山形県山形市 1,377,500 2.86

株式会社ＣＫサンエツ 富山県高岡市守護町２丁目12番１号 1,001,000 2.08

宮入バルブ製作所取引先持株会 東京都中央区銀座西１丁目２番地 845,800 1.76

阿部　五美 東京都江戸川区 700,000 1.45

阿部　敬二 東京都江戸川区 653,400 1.36

森下　均 大阪府大阪市淀川区 620,000 1.29

宮入バルブ従業員持株会 東京都中央区銀座西１丁目２番地 542,700 1.13

小田桐　勝治 青森県黒石市 355,000 0.74

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８番11号 335,200 0.70

計 － 8,742,100 18.15

（注）　発行済株式（自己株式を除く。）の総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下第３位を四捨五入しており

ます。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2018年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 　　　694,600
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　48,152,900 481,529 －

単元未満株式 普通株式 　　　　2,435 － －

発行済株式総数 48,849,935 － －

総株主の議決権 － 481,529 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄には、従業員持株会支援信託ＥＳＯＰが所有する当社株式335,200株（議

決権3,352個）が含まれております。

２　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式９株が含まれております。
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②【自己株式等】

2018年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

株式会社宮入バルブ製作所
東京都中央区銀座西１－２ 694,600 － 694,600 1.42

計 － 694,600 － 694,600 1.42

(注)　従業員持株会支援信託ＥＳＯＰが保有する当社株式（当第２四半期会計期間末335,200株）は、上記自己株式には

含めておりません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（2018年７月１日から2018年９

月30日まで）及び第２四半期累計期間（2018年４月１日から2018年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、

藍監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2018年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2018年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 588,812 409,750

受取手形及び売掛金 ※１,※２ 1,087,881 ※１,※２ 811,933

商品及び製品 1,688,375 2,186,010

仕掛品 55,315 60,060

原材料及び貯蔵品 458,516 558,266

その他 65,302 44,475

貸倒引当金 △1,398 △1,398

流動資産合計 3,942,805 4,069,097

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 377,405 393,202

構築物（純額） 65,842 63,376

機械及び装置（純額） 320,617 1,049,615

車両運搬具（純額） 418 1,621

工具、器具及び備品（純額） 42,757 53,232

土地 2,441,000 2,441,000

リース資産（純額） 38,658 38,501

建設仮勘定 699,669 9,673

有形固定資産合計 3,986,369 4,050,222

無形固定資産 19,669 16,514

投資その他の資産   

投資有価証券 540,641 472,278

破産更生債権等 248,569 －

その他 241,747 299,115

貸倒引当金 △244,672 △8,100

投資その他の資産合計 786,286 763,293

固定資産合計 4,792,325 4,830,030

資産合計 8,735,131 8,899,128
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(2018年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2018年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 730,690 709,456

短期借入金 ※３ 910,002 ※３ 989,999

1年内返済予定の長期借入金 191,310 248,542

未払法人税等 44,991 12,725

賞与引当金 78,843 84,826

その他 602,936 390,429

流動負債合計 2,558,774 2,435,979

固定負債   

長期借入金 977,500 1,358,130

再評価に係る繰延税金負債 731,471 731,471

退職給付引当金 278,547 285,628

役員退職慰労引当金 61,315 72,171

その他 38,949 36,336

固定負債合計 2,087,783 2,483,737

負債合計 4,646,557 4,919,717

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,993,096 1,993,096

資本剰余金 － 4,217

利益剰余金 422,283 363,636

自己株式 △157,214 △158,532

株主資本合計 2,258,165 2,202,418

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 131,741 78,326

土地再評価差額金 1,698,666 1,698,666

評価・換算差額等合計 1,830,408 1,776,992

純資産合計 4,088,573 3,979,411

負債純資産合計 8,735,131 8,899,128
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

売上高 2,319,922 2,247,880

売上原価 1,860,628 1,821,597

売上総利益 459,294 426,282

販売費及び一般管理費 ※１ 421,990 ※１ 427,254

営業利益又は営業損失（△） 37,303 △971

営業外収益   

受取利息 20 12

受取配当金 2,426 6,863

不動産賃貸料 2,965 3,054

スクラップ売却益 1,834 1,723

保険解約返戻金 38,791 －

その他 1,157 2,088

営業外収益合計 47,196 13,741

営業外費用   

支払利息 4,006 8,904

営業外支払手数料 － 5,000

手形売却損 3,814 4,299

その他 1,497 2,022

営業外費用合計 9,319 20,226

経常利益又は経常損失（△） 75,180 △7,456

特別利益   

貸倒引当金戻入額 1,567 1,433

固定資産売却益 30,601 －

特別利益合計 32,169 1,433

特別損失   

固定資産除却損 119 25

特別損失合計 119 25

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 107,230 △6,048

法人税、住民税及び事業税 13,840 4,796

法人税等調整額 9,848 －

法人税等合計 23,688 4,796

四半期純利益又は四半期純損失（△） 83,542 △10,844
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前

四半期純損失（△）
107,230 △6,048

減価償却費 41,556 71,556

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,567 △236,572

賞与引当金の増減額（△は減少） 378 5,983

退職給付引当金の増減額（△は減少） △43,386 7,080

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,750 10,856

受取利息及び受取配当金 △2,446 △6,875

支払利息 4,006 8,904

保険解約返戻金 △38,791 －

固定資産売却損益（△は益） △30,601 －

固定資産除却損 119 25

売上債権の増減額（△は増加） 40,330 263,488

たな卸資産の増減額（△は増加） △423,634 △602,129

仕入債務の増減額（△は減少） 113,184 △21,234

未収消費税等の増減額（△は増加） － 30,859

未払消費税等の増減額（△は減少） △10,078 －

割引手形の増減額（△は減少） △35,060 12,460

破産更生債権等の増減額（△は増加） 1,567 248,569

その他 40,866 △78,011

小計 △234,576 △291,088

利息及び配当金の受取額 2,447 6,877

利息の支払額 △4,159 △9,043

保険解約返戻金の受取額 255,142 －

法人税等の支払額 △7,080 △28,507

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,772 △321,761

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △130,264 △306,220

有形固定資産の売却による収入 103,297 －

無形固定資産の取得による支出 △3,049 △970

投資有価証券の取得による支出 △56,029 △536

定期預金の増減額（△は増加） △6,000 10,000

預け金の預け入れによる支出 △114,430 －

その他 270 520

投資活動によるキャッシュ・フロー △206,205 △297,206

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 339,301 79,997

長期借入れによる収入 120,000 557,202

長期借入金の返済による支出 △84,750 △119,340

自己株式の取得による支出 － △57,202

自己株式の処分による収入 － 59,884

配当金の支払額 △46,999 △46,800

その他 △7,565 △23,836

財務活動によるキャッシュ・フロー 319,986 449,905

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 125,553 △169,062

現金及び現金同等物の期首残高 443,311 488,812

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 568,864 ※１ 319,750
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

（従業員持株会支援信託ＥＳＯＰ）

　当社は、2018年５月８日開催の取締役会において、従業員の経営参画意識の高揚と企業価値向上に係るイン

センティブの付与および福利厚生の充実を目的として、「従業員持株会支援信託ＥＳＯＰ」（以下「本制度」

という。）の導入を決議しております。

 

１．取引の概要

　本制度は、従業員のインセンティブ・プランの一環として米国で普及している従業員向けの報酬制度である

ＥＳＯＰ（Employee Stock Ownership Plan）および2008年11月17日に経済産業省より公表されました「新た

な自社株式保有スキームに関する報告書」等を参考にして構築した従業員向けの福利厚生制度です。

　当社が「宮入バルブ従業員持株会」（以下「本持株会」といいます。）に加入する従業員のうち一定の要件

を充足する者を受益者とする信託を設定し、当該信託は信託期間中に本持株会が取得すると見込まれる数の当

社株式を、予め一括して取得します。その後、当該信託は当社株式を毎月一定日に本持株会に時価で売却しま

す。信託終了時に、株価の上昇等により信託収益がある場合には、受益者要件を充足する当社従業員に対して

金銭が分配されます。

　株価の下落により譲渡損失が生じ信託財産に係る債務が残る場合には、責任財産限定特約付金銭消費貸借契

約の保証条項に基づき、当社が銀行に対して一括して弁済することとなります。

 

２．信託が保有する自社の株式に関する事項

　信託が保有する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株

式として計上しております。当該自己株式の当第２四半期会計期間末における帳簿価額および株式数は、

54,302千円、335,200株であります。

 

３．総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

　当第２四半期会計期間 54,652千円

 

（訴訟）

　西日本宮入販売株式会社は当社に対し、2013年９月26日に継続的製品供給契約に係る債務不履行及び不法行

為に基づく損害賠償請求訴訟（損害額402,882千円のうち、一部請求額100,000千円）を東京地方裁判所に提起

し、これに対し、当社は西日本宮入販売株式会社が売買代金236,924千円及び貸付金15,000千円の合計251,924

千円を支払わなかったとして反訴を提起し、2016年11月16日に東京地方裁判所は西日本宮入販売株式会社の請

求を棄却するとともに、同社に対し、当社に251,924千円を支払うよう命じる判決を下しました。

　西日本宮入販売株式会社はこれを不服として2016年11月29日に東京高等裁判所に控訴しましたが、当社は、

東京高等裁判所から和解勧告があったことを受け、その内容について慎重に検討を重ね、本件訴訟を継続した

場合に得られる債権回収可能額及びそれに要するコスト等を総合的に勘案した結果、相手方の財務内容等から

見て当社が勝訴判決を得ても回収可能額は極めて限定的であり、それに要するコストもかかることから、相手

方の返済可能額の上限である5,000千円を支払ってもらうことで和解し、早期解決をはかることが最も合理的で

あると判断し、2017年７月19日付で裁判上の和解が成立しました。

　当社は、和解条項に基づき債権回収を進めてきましたが、2018年９月26日をもって和解金額全額を受領し、全

ての手続きが完了しました。これに伴い破産更生債権等246,937千円と対応する貸倒引当金を相殺しました。
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（四半期貸借対照表関係）

※１　受取手形割引高

 
前事業年度

（2018年３月31日）
当第２四半期会計期間
（2018年９月30日）

受取手形割引高 484,937千円 497,397千円

 

 

※２　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第２四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が、四

半期会計期間末残高に含まれております。

 
前事業年度

（2018年３月31日）
当第２四半期会計期間
（2018年９月30日）

受取手形 17,367千円 6,966千円

 

 

※３　当社は、運転資金及び設備資金の機動的かつ効率的な調達を行うため取引銀行４行と当座貸越契約、取引

銀行１行と特殊当座借越契約を締結しております。

　当座貸越契約、特殊当座借越契約に係る借入金未実行残高等は次のとおりであります。

 
前事業年度

（2018年３月31日）
当第２四半期会計期間
（2018年９月30日）

当座貸越極度額、特殊当座借越契約の総額 1,200,000千円 1,300,000千円

借入実行残高 860,000千円 920,000千円

差引額 340,000千円 380,000千円

なお、特殊当座借越契約については財務制限条項が付されております。
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（四半期損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期累計期間
（自　2017年４月１日
　　至　2017年９月30日）

　当第２四半期累計期間
（自　2018年４月１日
　　至　2018年９月30日）

従業員給料手当 109,703千円 121,992千円

賞与引当金繰入額 12,943千円 17,574千円

退職給付費用 7,454千円 5,278千円

役員退職慰労引当金繰入額 9,750千円 10,856千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年９月30日）

現金及び預金 678,864千円 409,750千円

預入期間が３か月を超える定期性預金 △110,000千円 △90,000千円

現金及び現金同等物 568,864千円 319,750千円

 

（株主資本等関係）

前第２四半期累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年６月23日

定時株主総会
普通株式 47,802 1 2017年３月31日 2017年６月26日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません

 

当第２四半期累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月22日

定時株主総会
普通株式 47,802 1 2018年３月31日 2018年６月25日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません

 

（セグメント情報等）

　当社の主たる事業は、高圧ガス用バルブおよび関連機器類の製造、販売等の単一セグメントであるため、記載

を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

項目
前第２四半期累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年９月30日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期

純損失（△）
1円75銭 △0円23銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 83,542 △10,844

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
83,542 △10,844

普通株式の期中平均株式数（株） 47,802,227 47,808,392

（注）１．従業員持株会支援信託ＥＳＯＰが保有する当社株式（当第２四半期累計期間期中平均株式数346,934株）

は、「１株当たり四半期純損失」の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めておりま

す。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　なお、当第２四半期累計期間につきましては、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在しない

ため、記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2018年11月13日

株式会社宮入バルブ製作所

取締役会　御中

 

藍監査法人
 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 古谷　義雄　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 関端　京夫　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社宮入バ

ルブ製作所の2018年４月１日から2019年３月31日までの第74期事業年度の第２四半期会計期間(2018年７月１日から2018

年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(2018年４月１日から2018年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社宮入バルブ製作所の2018年９月30日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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